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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬液を送液する第１ルーメン（２）を備えた可撓性を有するカテーテル（１）、該カテ
ーテル（１）先端の薬液を送液する第１ルーメン（２）に固定された針（３）、該針（３
）を覆う保護カバー（５）、該保護カバー（５）をカテーテル（１）の長手方向に前後さ
せる操作部（６）、及び該操作部（６）の位置を固定するための突出長決定グリップ（８
）より構成される内視鏡用注射針であって、該カテーテル（１）は更に第２ルーメン（４
）を有し、該第２ルーメン（４）には可撓性を有する部材が挿入され、該可撓性を有する
部材の一方は該操作部（６）に固定され、もう一方は該保護カバー（５）に固定されてい
ると共に、前記操作部（６）の外周上には突起（１０）が設けられ、前記突出長決定グリ
ップ（８）の外周には前記突起（１０）が長手方向に前後する溝（１１）、及び前記溝（
１１）の一部に突出長を設定するための径方向の溝（１２）を設けていることを特徴とす
る内視鏡用注射針。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡を介して体腔内に注射針を挿入して、患部に薬液等を注入する内視鏡用
注射針に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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体腔内の患部に薬液等を注入するために、内視鏡の鉗子口より注射針を挿入して患部に穿
刺し、薬剤を注入することが知られている。このような注射針は、針が先端に固定され、
薬液が流れるルーメンを有する内筒カテーテル、この内筒カテーテルを内腔に挿入し、カ
テーテルの長手方向に前後することができる外筒カテーテル、針先を外筒カテーテル先端
から突出させるための操作部、突出した針の位置を決めるために外筒カテーテル先端に固
定されたストッパーから構成され、針先を外筒カテーテル先端から突出させるには基端側
の操作部で、内筒カテーテルを外筒カテーテルの長手方向に押出すことで針が外筒カテー
テル先端より突出する。また外筒先端のストッパーに針の根元が突き当たるため、それ以
上針先は突出しないために正確な突出長が決定される。さらにストッパーにしっかりと突
き当たった内筒カテーテルは操作部からストッパーの方向に対して押込まれた状態にある
ため、穿刺した際にも針先の戻りが少ない。
【０００３】
しかしながら、このタイプの内視鏡用注射針は突出できる針先の長さが一定であるため、
使用する部位を変えたり、患者の状態により針先の突出長を直ぐに変えたい場合には、別
の突出長の内視鏡用注射針を新たに用意しなければならないという問題がある。また前記
の通り使用する部位や患者の状態を踏まえ、多くの異なる突出長の内視鏡用注射針を取り
揃えておかなければならないため、在庫数も増えるといった問題がある。
【０００４】
前記の問題点を解決するため、カテーテルの端部に位置する操作部で内筒の長さを調整す
る機構を設けて、操作部である一定の突出長を設定してから、針先を突出するタイプのカ
テーテルがある。このタイプは前記の通り操作部での設定により外筒カテーテル先端から
の針先の突出長を長くしたり短くしたりする構造になっているため、突出長が一定のタイ
プのように外筒の先端に取付けたストッパーに針の根元を突き当てる構造がとれない。そ
のため穿刺した際には針は内筒に固定されているため内筒カテーテル自身に腰がない場合
には穿刺した力の反作用によりカテーテルが押し戻されてしまい、内筒カテーテル先端の
針も押し戻されるため、穿刺部位に穿刺した感覚がわかり難いという問題がある。
【０００５】
また内筒カテーテルと外筒カテーテルを組合せている構造では、内筒カテーテルの外径部
と外筒カテーテルの内径部においては、外筒カテーテルの長手方向に内筒カテーテルを前
後に移動させることで針を突出させるためのクリアランスが設けてある。実際の使用では
湾曲した状態の内視鏡内に鉗子口からカテーテルが挿入されるため、内視鏡が湾曲した部
分ではカテーテルのクリアランスがあるため、内筒カテーテルはクリアランス分だけ湾曲
している外筒カテーテル内径部の外周側（湾曲した内視鏡の大きな弧側）に沿うように湾
曲してしまい、湾曲した部分に内筒カテーテル両端が引っ張られるかたちとなるため、内
筒カテーテル先端に取付けられた針先も同じように引っ張られるため、突出長が短くなる
問題もある。そのためこのクリアランスを狭くするようにしてはいるが、カテーテル内外
径の寸法公差、あるいはクリアランスを狭くすることで内筒カテーテルと外筒カテーテル
との接触面積が大きくなるため、特に湾曲した内視鏡内ではカテーテルの長手方向に前後
させ難くなるという問題がある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はかかる問題点を解決することを目的としたもので、操作性が良く、針先の戻りが
なく、突出精度の高い内視鏡を介して体腔内の患部に薬液等を注入する内視鏡用注射針を
提供するものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　すなわち本発明は、薬液を送液する第１ルーメン（２）を備えた可撓性を有するカテー
テル（１）、該カテーテル（１）先端の薬液を送液する第１ルーメン（２）に固定された
針（３）、該針（３）を覆う保護カバー（５）、該保護カバー（５）をカテーテル（１）
の長手方向に前後させる操作部（６）、及び該操作部（６）の位置を固定するための突出
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長決定グリップ（８）より構成される内視鏡用注射針であって、該カテーテル（１）は更
に第２ルーメン（４）を有し、該第２ルーメン（４）には可撓性を有する部材が挿入され
、該可撓性を有する部材の一方は該操作部（６）に固定され、もう一方は該保護カバー（
５）に固定されていると共に、前記操作部（６）の外周上には突起（１０）が設けられ、
前記突出長決定グリップ（８）の外周には前記突起（１０）が長手方向に前後する溝（１
１）、及び前記溝（１１）の一部に突出長を設定するための径方向の溝（１２）を設けて
いることを特徴とする内視鏡用注射針である。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下図面で本発明の実施例を詳細に説明する。図１は本発明の一実施例となる内視鏡用注
射針を示したものである。
図１は本発明の内視鏡用注射針の一実施例である。内視鏡用注射針は２ルーメンを有する
カテーテル（１）、第１ルーメン（２）に取付けられた針（３）、第２ルーメン（４）内
腔を通り、先端側は保護カバー（５）に固定され、基端側は操作部（６）に固定された可
撓性を有するワイヤー（７）、針先を保護してカテーテル長手方向に前後することで針の
突出長を変える保護カバー（５）、保護カバーを基端側で操作する操作部（６）、突出長
を設定するための溝を有する突出長決定グリップ（８）、薬液を注入するためのシリンジ
を接続するコネクター（９）から構成される。
【０００９】
突出長の操作方法としては、通常先端カバーは針先を覆う位置に固定されており、突出長
決定グリップ（８）には長手方向及び径方向に突出長の位置に合わせて溝（１１）が切ら
れており、操作部（６）に付設された突起（１０）をこの溝（１１）に入れ込むために、
突出長決定グリップ（８）内腔に操作部（６）が挿入されており、設定突出長毎に対応す
る径方向の溝（１２）に操作部の突起（１０）を合わせることで針先の突出長を調整する
。この時、操作部（６）に固定されたワイヤー（７）も操作部と同様に動くため、ワイヤ
ーに固定されている保護カバー（５）も追随して動き、突出長が決定される。そして操作
部（６）の末端に位置するコネクター（９）に、図示はしていないが取付けられたシリン
ジにより薬剤等を患部に注入する。
【００１０】
突出長の設定後には患部へ針を穿刺する操作となるが、内筒、外筒の２本のカテーテルか
ら構成される従来の内視鏡用注射針は、内筒カテーテルに針が固定されおり、また内筒カ
テーテルと外筒カテーテルのクリアランスがあるのに対し、本発明では１本のカテーテル
（１）で構成されているためカテーテル（１）の外径を外筒カテーテルと同じ太さの外径
まで太くできるため、腰が強く、穿刺した際の針の戻りが従来の内外筒を有するカテーテ
ルに比べ少なくなる。また第２ルーメン（４）にワイヤー（７）を通しているため、ワイ
ヤー外径の寸法公差はカテーテルに比べ精度が高く、またワイヤーと第２ルーメン（４）
の接触面積は、内筒カテーテルと外筒カテーテルの接触面積に比べて少ないため、湾曲し
た内視鏡内でも突出長が短くなるこという問題が従来の内外筒を有するカテーテルに比べ
少ないため、高い突出精度が得られ、またスムースな突出調整が可能となる。
【００１１】
カテーテル（１）としては腰が強くなければならないため高弾性率で、また穿刺後にカテ
ーテルを透して針の根元部分からの血液の逆流が視認できなければならないため透明性が
必要であり、さらに内視鏡の鉗子口よりカテーテルを挿入して内視鏡先端より突出させ、
またワイヤー（７）が挿入されたカテーテルの第２ルーメン（４）においては突出長を調
整するためカテーテルの長手方向にワイヤーが前後するため滑りのよい材質が好ましく、
ポリテトラフルオロエチレン樹脂（ＰＴＦＥ）、テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオ
ロプロピレン共重合体樹脂（ＦＥＰ）、ポリアミド系エラストマー、軟質ポリ塩化ビニル
樹脂（ＰＶＣ）、ポリウレタン（ＰＵ）などの合成樹脂が好ましい。またカテーテルの外
径としては内視鏡の鉗子口より挿入して使用し、鉗子口とカテーテルのクリアランス部分
より吸引や送気をするため、使用する鉗子口径よりも０．２～１．０ｍｍ程度細い外径が
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好ましい。
【００１２】
ワイヤー（７）が通る第２ルーメン（４）の内径としてはカテーテルの外径に合わせて決
定すればよいが、０．３～０．８ｍｍが好ましく、またこの第２ルーメン内に挿入するワ
イヤーの外径としてはルーメン径よりも０．０５～０．３ｍｍ程度細いワイヤー外径が好
ましい。
【００１３】
ワイヤー（７）としては、カテーテルの第２ルーメン（４）に挿入して使用され、また内
視鏡の湾曲部にカテーテルが挿入されることを考慮すると、可撓性を有するワイヤーでか
つ操作部の動きが保護カバーに確実に伝達されなければならない。そのため材質としては
ステンレスやニッケルチタン合金などが好ましい。また１本からなるワイヤーよりも２本
以上のワイヤーを撚り合わせたワイヤーの方が折れ曲がり難く、可撓性があるため、更に
好ましい。
【００１４】
薬液が通る第１ルーメン（２）は、薬液の粘度が高い場合には押込む抵抗を小さくするた
め大きな内径とすることが好ましく、０．５～１．２ｍｍが好ましい。また一方のルーメ
ンの先端に位置する針（３）としては、穿刺する部位や手技により適宜針先の径を選択す
ればよい。また保護カバー（５）から突出する針先の長さは２～１０ｍｍまで調整できる
ことが好ましく、穿刺する部位や手技などにより適宜突出長を選択すればよい。
【００１５】
突出長を調整する突出長決定グリップ（８）及び操作部（６）は、突出長の調整として溝
（１１）を切って、径方向の溝（１２）の間隔で突出長を決定する方法を例示しているが
、その他ネジなどを取り付け、それを回転させて位置を前後させて突出長を決定する方法
など正確に突出長が設定できる方式であれば限定はしない。
【００１６】
保護カバー（５）の外径は、カテーテル（１）の外径と同じ寸法あるいはそれ以下の寸法
が好ましく、操作部（６）からカテーテルの第２ルーメン（４）を通った可撓性を有する
部材を接着等で取付けるための孔及び針が通るための貫通した孔が設けられている。また
穿刺の際には保護カバーの先端側が患部に密着するため、先端側の外周部が面取り加工さ
れていることが好ましい。材質としては針先が穿刺部に穿刺するのを視認しなければなら
ないため、透明な材質が好ましく、ポリテトラフルオロエチレン樹脂（ＰＴＦＥ）、テト
ラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロピレン共重合体樹脂（ＦＥＰ）、ポリアミド系
エラストマー、軟質ポリ塩化ビニル樹脂（ＰＶＣ）、ポリウレタン（ＰＵ）、ポリカーボ
ネート（ＰＣ）などの合成樹脂が好ましい。
【００１７】
【発明の効果】
本発明による内視鏡用注射針は、操作性が良く、また針先の戻りがないため確実な穿刺が
可能となり、高い突出精度を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例となる内視鏡用穿刺針を示す図である。
【符号の説明】
１　カテーテル
２　第１ルーメン
３　針
４　第２ルーメン
５　保護カバー
６　操作部
７　ワイヤー
８　突出長決定グリップ
９　コネクター
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１０　突起
１１　溝
１２　径方向の溝

【図１】
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